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青年部交流研修会・主張発表大会

関東ブロック商工会女性部交流研修会

商工会正副会長研修会

ニッポンセレクト.com への出店商品募集

商工会ＴＯＰＩＣＳ

全国展開支援事業／県からのお知らせ

一歩夢向うへ・㈱やおき

商工会職員募集案内／労働局からの

お知らせ／競争入札参加資格の定期

審査

商工会なう／

しあわせ調査員のクチコミ情報

　道志村は自然豊かな地域で観光地としても有名であり観光業に携
わる事業所も多い。商工会では巡回指導を中心とした伴走型による
個社支援に取り組んでいるほか、青年部・女性部の合同による美化
運動の推進や村のイベントなどへの協力等、地域振興事業にも積極
的に取り組んでいる。さらに平成２９年度に全国商工会青年部部員増
強運動において部員増加比率全国第３位を受賞するなど、組織づく
りにも実績を挙げている。
　今回、女性部が始めた地道な地域振興活動が地域に浸透し、地元
の子供たちの社会教育の機会となった活動について紹介する。

（詳細記事は８ページに記載）

機関紙「商工会やまなし」は、地域で頑張る経営者の
皆様を応援していきます

「おもてなしの心」で事業に取り組む

一人ひとりの経営力の向上をバックアップします
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会員の購読料は会費に
含んでおります。

一人ひとりの経営力の向上をバックアップします
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発表者を囲んで記念撮影
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最優秀賞に輝いた岡谷泰士さん

　

青
年
部
連

合

会
（

㓛

刀

孝

次

郎

会
長
）
は
、

七

月

五

日

（
木
）、
昭
和

町
ア
ピ
オ
に

お
い
て
、
青

年
部
員
の
資

質
向
上
と
青

年
部
活
動
の

活
性
化
を
目

的
に
交
流
研

修
会
を
開
催
し
た
。

　

一
〇
〇
名
を
超
す
県
内
の
青
年
部
員

が
参
加
す
る
中
、
青
年
部
活
動
を
通
し

て
地
域
貢
献
や
自
社
経
営
等
の
活
動
事

例
を
発
表

す
る
「
主

張
発
表
大

会
」
が
行

わ
れ
、
岡

谷
泰
士
さ

ん
（
南
ア

ル
プ
ス
市

商
工
会
青

年
部
）
が
、

最
優
秀
賞

（
山
梨
県

知
事
賞
）

に

輝

い

た
。

　

一
人
十

分
の
持
ち

時

間

に
、

岡
谷
さ
ん

は
、
南
プ
ス
牛
を
用
い
た
商
品
販
売
、
子

ど
も
職
業
体
験
の
青
年
部
活
動
を
通
し
、

デ
ザ
イ
ン
業
務
の
変
化
に
つ
い
て
発
表
。

九
月
に
東
京
都
昭
島
市
に
て
開
催
さ
れ
る

関
東
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
に
山
梨
県
の
代
表
と

し
て
出
場
す
る
。

　

ま
た
、
そ
の
後
の
講
演
会
で
は
、
全
国

商
工
会
青
年
部
連
合
会
の
第
十
八
代
会
長

で
あ
り
、
顧
問
で
も
あ
る
参
議
院
議
員
宮

本
周
司
氏
か
ら
﹃
リ
ー
ダ
ー
の
心
構
え
﹄

を
演
題
と
し
た
講
演
を
い
た
だ
い
た
。

　

主
張
発
表
大
会
の
受
賞
者
は
左
記
の
と

お
り
。

左から石川さん、古屋さん（代理）、岡谷さん、川村さん

岡
谷
泰
士
さ
ん
（
南
ア
ル
プ
ス
市
）
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
へ

～
青
年
部
連
合
会
﹁
交
流
研
修
会
﹂
開
催
～

主
張
発
表
大
会
受
賞
者
（
敬
称
略
）

最
優
秀
賞
　
岡
谷
　
泰
士
（
南
ア
ル
プ
ス
市

）

優
秀
賞
　
　
依
田
　
晴
義
（
笛
吹
市
）

優
良
賞
　
　
川
村
　
武
史
（
西
桂
町
）

　
〃
　
　
　
石
川
　
一
也
（
富
士
川
町
）

山
梨
か
ら
一
〇
〇
名
の
女
性
部
員
が
参
加

〜
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
商
工
会
女
性
部
交
流
研
修
会（
神
奈
川
大
会
）を
開
催
〜発表される古島さんと参加者の皆さん

全青連顧問・参議院議員宮本周司氏による講演

　

七
月
三
日
（
火
）、
大
磯
町
に
あ
る
大

磯
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
に
お
い
て
、
関
東

一
都
十
県
か
ら
約
一
、二
〇
〇
名
を
超
え

る
参
加
者
の
も
と
「
平
成
三
十
年
度
関

東
ブ
ロ
ッ
ク
商
工
会
女
性
部
交
流
研
修

会
」
が
開
催
さ
れ
た
。

　

各
都
県
の
代
表
十
一
名
に
よ
る
主
張

発
表
大
会
で
は
、
本
県
代
表　

古
島
麻

生
子
さ
ん
（
昭
和
町
商
工
会
）
が
、
本

県
よ
り
か
け
つ
け
た
一
〇
〇
名
の
女
性

部
員
が
応
援
す
る
中
、「
女
性
部
活
動
に

参
加
し
て
～
原
点
に
返
っ
て　

継
続
は

力
な
り
～
」
と
題
し
て
発
表
。
昭
和
町

商
工
会
女
性
部
が
九
年
間
、
継
続
事
業

と
し
て
行
っ

て
い
る
「
杉

浦

醫

院

の

清
掃
活
動
」、

社
会
貢
献
活

動

と

し

て

「
福
祉
施
設

へ
の
タ
オ
ル

寄
付
」、「
地

元
産
の
ハ
ー

ブ
を
使
っ
て

ま
ち
づ
く
り

に
貢
献
す

る
取
り
組

み
」
な
ど

の
活
動
か

ら
、
継
続

し
て
い
く

こ
と
の
大

切
さ
、
女

性
部
に
入

部
し
て
学

ん

だ

こ

と
、
地
域

に
喜
ん
で
も
ら
え
る
女
性
部
を
目
指
し

て
活
動
し
て
い
く
こ
と
を
、
わ
か
り
や

す
く
発
表
し
た
。

　

そ
の
後
、「
国
の
小
規
模
企
業
等
へ
の

支
援
策
に
つ
い
て
」
甘
利
明
衆
議
院
議

員
に
よ
る
講
演
が
あ
っ
た
。

　

情
報
交
換
会
で
は
各
都
県
か
ら
の
情

報
発
信
や
芸
能
が
披
露
さ
れ
、
本
県
は
、

昨
年
に
引
き
続
き
ス
コ
ッ
プ
三
味
線
を

披
露
し
会
場
を
盛
り
上
げ
、
今
年
度
は

神
奈
川
県
女
性
部
が
参
加
者
全
員
で
炭

坑
節
を
踊
る
企
画
を
行
い
、
会
場
は
明

る
い
笑
顔
で
溢
れ
た
。



　

全
国
商
工
会
連
合
会
で
は
、
各
地
の
地

域
産
品
等
の
普
及
・
販
売
を
行
う
た
め
の

E
C
サ
イ
ト
「
ニ
ッ
ポ
ン
セ
レ
ク
ト.c

o
m

」

を
開
設
し
て
い
る
。

　

山
梨
県
内
で
は
、
三
十
六
社
、
九
十
ア
イ

テ
ム
が
登
録
さ
れ
、
Ｅ
Ｃ
サ
イ
ト
を
通
じ
て

商
品
の
販
路
拡
大
に
活
用
さ
れ
て
い
る
。　

　
「
ニ
ッ
ポ
ン
セ
レ
ク
ト.c

o
m

」
は
、
出
品

料
が
無
料
な
ど
多
く
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま

す
。
是
非
、
こ
の
機
会
に
出
品
商
品
の
応
募

を
し
ま
せ
ん
か
？

参
考

：

ニ
ッ
ポ
ン
セ
レ
ク
ト.c

o
m

の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ

U
R

L

：h
ttp

://w
w

w
.

n
ip

p
o
n

s
e
le

c
t.c

o
m

/

中村県連会長による挨拶

立石裕明氏による講演
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七
月
十
日
、
十
一
日
に
甲
府
富
士
屋
ホ

テ
ル
に
て
九
十
五
名
が
参
加
し
、
商
工
会

正
副
会
長
研
修
会
を
開
催
し
た
。

　

当
日
は
研
修
会
に
先
立
ち
、
本
年
度
に

退
任
さ
れ
た
各
商
工
会
の
会
長
、
役
員
へ

感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
た
。

　

研
修
会
で
は
、
商
工
会
連
合
会
の
中
村

会
長
の
挨
拶
の
後
、
兵
庫
県
商
工
会
青
年

部
連
合
会
長
を
務
め
た
経
験
が
あ
り
現

在
、
中
小
企
業
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
で
あ
る
㈱
ア
テ
ー
ナ
ソ
リ
ュ
ー

シ
ョ
ン
の
立
石
裕
明
氏
を
講
師
に
招
き
、

﹃「
商
工
会
運
営
に
つ
い
て
ど
う
し
て
も
お

伝
え
し
た
い
こ
と
」
～
小
規
模
基
本
法
に

か
け
た
思
い
～
﹄
を
テ
ー
マ
に
講
演
が
行

わ
れ
た
。
立
石
氏
は
、「
小
規
模
基
本
法
」

は
、
し
っ
か
り
と
地
域
に
根
ざ
し
、
地
域

を
支
え
、
事
業
の
持
続
的
発
展
を
考
え
る

小
規
模
企
業
を
支
援
す
る
事
を
中
心
に
考

え
た
法
律

で

あ

り
、

国
が
小
規

模
事
業
者

支
援
の
中

核
と
し
て

商
工
会
な

ど
の
支
援

機
関
に
期
待
す
る
思
い
は
大
き
い
も
の
で

あ
る
と
熱
く
語
っ
た
。

　

中
で
も
、
自
身
の
経
験
か
ら
商
工
会
員

へ
の
支
援
と
し
て
ど
ん
ぶ
り
勘
定
か
ら
の

脱
却
や
事
業
承
継
に
向
け
て
の
思
い
が
述

べ
ら
れ
た
。

　

そ
の
他
、「
小
規
模
事
業
者
持
続
化
補

助
金
」「
経
営
発
達
支
援
計
画
」「
小
規
模

企
業
白
書
」な
ど
に
つ
い
て
も
語
ら
れ
た
。

　

最
後
に
基
本
法
の
制
定
か
ら
五
年
目
を

迎
え
る
に
あ
た
り
、
小
規
模
企
業
の
為
に

作
っ
た
本
法
律
が
、
よ
り
多
く
の
方
々
に

活
用
さ
れ
る
事
を
願
う
と
し
、
講
演
は
終

了
と
な
っ
た
。

　

そ
の
後
、
後
藤
知
事
を
は
じ
め
県
の
商

工
行
政
関
係

の
職
員
を
招

い
て
懇
談
会

を
開
催
し
、

多
く
の
活
発

な

意

見

交

換
の
場
と
な

り
、
盛
会
の

う
ち
に
研
修

会
は
終
了
し

た
。

小
規
模
基
本
法
に
込
め
た
思
い
を
形
に

～
商
工
会
正
副
会
長
研
修
会
を
開
催
～

Ｅ
Ｃ
サ
イ
ト
の
作
成
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
！

ニ
ッ
ポ
ン
セ
レ
ク
ト.c

o
m

　
　

へ
の

出
品
商
品
募
集



熱心に研修に取り組む職員

地域の特色をいかした婚活事業

身延町の女子高校生がキャンプを
楽しむ姿を描いた『ゆるキャン△』

来場者で賑わう会場
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商
工
会
T
O
P
I
C
S

 

～
各
商
工
会
の
元
気
な
取
り
組
み
を
ご
紹
介
し
ま
す
～

●
身
延
町
商
工
会

ア
ニ
メ
の
聖
地
巡
礼
マ
ッ
プ
の
作
成

　

身
延
町
が
舞
台
と
な
っ
た
人
気
ア
ニ
メ

「
ゆ
る
キ
ャ
ン
△
」
の
聖
地
巡
礼
マ
ッ
プ
を

作
成
し
８
月
上
旬
よ
り
配
布
す
る
。

　

同
ア
ニ
メ
は
、
キ
ャ
ン
プ
好
き
な
女
子
高

生
の
日
常
を
描
い
た
漫
画
で
一
月
に
ア
ニ

メ
化
さ
れ
た
人
気
作
品
。
マ
ッ
プ
で
は
、
ア

ニ
メ
に
登
場
し
た
場
所
を
聖
地
と
し
て
掲

載
し
て
い
る
ほ
か
、
巡
礼
の
途
中
で
立
ち
寄

れ
る
会
員
店
舗
・
約
四
〇
店
を
協
力
店
と

し
て
掲
載
し
て
い
る
。

　

マ
ッ
プ
は
、
一
万
五
千
部
作
成
さ
れ
、
掲

載
店
舗
や
町
内
の
観
光
施
設
な
ど
を
中
心

に
配
布
さ
れ
て
い
る
。（
※
無
く
な
り
次
第

終
了
）

　

舞
台
と
な
っ
た
町
内
の
キ
ャ
ン
プ
場
で

は
、
利
用
者
数
が
一
気
に
前
年
同
期
の
三
倍

以
上
に
増
加
。
今
後
は
ノ
ベ
ル
テ
ィ
グ
ッ
ズ

の
作
成
も
企
画
さ
れ
て
お
り
、
今
回
作
成
し

た
巡
礼
マ
ッ
プ
に
よ
る
更
な
る
経
済
効
果

に
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

●
甲
斐
市
商
工
会

ア
ジ
ア
市
場
で
の
販
路
拡
大
を
図
る

　

甲
斐
市
商
工
会
は
六
月
二
十
七
日
～

三
十
日
、
台
湾
・
台
北
市
で
行
わ
れ
た
台
湾

最
大
級
の
国
際
総
合
食
品
見
本
市
「
Ｆ
Ｏ
Ｏ

Ｄ　

Ｔ
Ａ
Ｉ
Ｐ
Ｅ
Ｉ　

２
０
１
８
」
で
、
甲

斐
の
桑
商
品
を
Ｐ
Ｒ
し
た
。
こ
れ
は
甲
斐
の

桑
茶
を
海
外
に
売
り
出
そ
う
と
す
る
こ
と

が
狙
い
。
ア
ジ
ア
圏
で
は
近
年
、
健
康
志
向

が
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
桑
茶
の
栄
養

機
能
性
を
宣
伝
し
、
生
活
習
慣
病
予
防
、
美

容
食
品
と
し
て
台
湾
を
足
掛
か
り
に
ア
ジ

ア
市
場
で
の
販
路
拡
大
を
目
指
す
。
台
湾
の

見
本
市
へ
の
出
展
は
今
年
で
三
回
目
。
世
界

三
十
九
ヵ
国
か
ら
一
〇
七
九
の
出
展
が
あ

り
、
輸
出
入
業
者
や
百
貨
店
の
バ
イ
ヤ
ー
、

一
般
市
民
ら
約
六
万
二
千
人
が
来
場
し
た
。

●
甲
州
市
商
工
会

イ
ベ
ン
ト
を
楽
し
み
な
が
ら
の
婚
活
事
業

を
実
施

　

甲
州
市
商
工
会
青
年
部
で
は
八
月
十
九

日
に
「
フ
ル
ー
ツd

e

婚
活
」
を
開
催
す
る
。

　

青
年
部
員
の
観
光
フ
ル
ー
ツ
農
園
で
の

フ
ル
ー
ツ
狩
り
か
ら
始
ま
り
、
青
年
部
長
の

経
営
す
る
ワ
イ
ナ
リ
ー
で
は
、
ミ
ニ
ワ
イ
ン

セ
ミ
ナ
ー
を
聞
き
な
が
ら
の
試
飲
、
ま
た
、

青
年
部
員
の
カ
フ
ェ
で
会
話
を
楽
し
み
な

が
ら
の
フ
リ
ー
タ
イ
ム
な
ど
盛
り
だ
く
さ

ん
の
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
賞
品
付
き
の
ミ
ニ
ゲ
ー
ム
も
実
施

さ
れ
、
盛
り
上
が
る
こ
と
間
違
い
な
し
で
あ

る
。

　

本
事
業

は

婚

活

事
業
の
第

九
弾
と
な

り
、
地
域

の
特
色
を

い
か
し
た

内
容
に
よ

り
毎
回
、

好
評
で
あ

る
。
次
回

は

来

年

の
冬
に
開
催
予
定
で
あ
り
、
甲
州
市
商
工
会

や
婚
活
や
ま
な
し
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど

に
て
募
集
す
る
予
定
で
あ
る
。
是
非
一
度
、

チ
ェ
ッ
ク
し
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

●
上
野
原
市
商
工
会

商
工
会
職
員
向
け
接
遇
研
修
を
開
催

　

本
年
度
、
上
野
原
市
商
工
会
で
は
、
職
員

を
対
象
に
「
接
遇
研
修
」
を
開
催
。「
会
員
満

足
」
を
第
一
に
、
接
遇
力
の
向
上
に
職
員
一

丸
と
な
っ
て
取
り
組
み
は
じ
め
た
。

　

接
遇
に
は
、「
遇
」（
も
て
な
す
）
と
い
う
意

味
が
あ
り
、
相
手
の
立
場
や
気
持
ち
を
理
解

し
、
そ
れ
に
応
え
よ
う
と
す
る
こ
と
が
重
要

で
、
講
師
の
山
下
郁
子
先
生
か
ら
は
、
様
々

な
ビ
ジ
ネ
ス
シ
ー
ン
に
お
け
る
対
応
に
つ

い
て
実
践
的
な
指
導
を
受
け
た
。

　

参
加
し
た
職
員
か
ら
は
、「
経
営
支
援
に

役
立
て
て
い
き
た
い
」、「
接
遇
を
心
掛
け
て

い
き
た
い
」
と
の
意
見
が
聞
か
れ
、
引
き
続

き
商
工
会

力
の
向
上

に
向
け
、

会
員
事
業

所
と
の
更

な
る
信
頼

構
築
へ
の

一
助
と
し

て
取
り
組

み
を
進
め

て
い
く
。



調査事業の中心的施設となる道の駅とみざわ

「北杜ジビエメニュー」の一例

開発を続けている鹿肉等を活用した特産品
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平成３０年度全国展開支援事業

日　時： ９月５日（水）１４：００～１６：００
会　場： ホテル談露館２階クリスタル (甲府市丸の内１－１９－１６)
講　師： 松本 晃 氏（カルビー株式会社 前 代表取締役会長兼ＣＥＯ)
演　題： 「結果にコミット！成果を生み出す本気の改革！」
内　容： 女性活躍を推進し、企業の利益に結びつけた考え方や
  手法、組織の活性化を促す女性の人材登用などについて
  講演いただきます。
対象者： 企業経営者など
参加料： 無料
申し込み： 山梨県（県民生活・男女参画課）
T E L： ０５５-２２３-１３５８

輝く女性応援事業 講演会を開催します！

●南部町商工会「少子高齢化と経営者の高齢化を迎えた町の買い物弱者対策」

●北杜市商工会「北杜市ならではの食文化体験を新たな観光特産とする調査研究事業」

●丹波山村商工会「舞茸、鹿肉等を活用した特産品開発と地域資源を活かした観光プログラムの開発事業」

　

　少子高齢化と後継者不足が進む中、地域の高齢者の

ニーズに応えた機能を備えたコミュニティビジネス運

営の実証と計画づくりについて調査事業を行う。

　中部横断自動車道が全面開通することで、他地域

とのアクセスが向上し、産業の活性化を図るチャン

スであることから、町内にある「道の駅」を活用し、

地元商店の販売コーナーの設置や宅配サービス等の

買い物弱者対策事業の実施など「商店にとって経営

が持続できるために何をするか、高齢者が買物弱者

にならないためには何が必要か、道の駅が地域住民

から必要とされるためには」をテーマに調査研究に

取組み、地域の商店街や小規模店舗の活性化、地域

コミュニティの再生を目指していく。

　地域独自の食文化（ローカル・ガストロノミー）

をコンセプトに、新たな観光特産開発のため調査研

究について、「食」をテーマとした北杜市ならではの

食文化体験ツアーの造成と組織体制の整備を目的に

実施する。

　年間約 400 万人の観光客が訪れる北杜市。しかし、

課題となっているオフシーズンへの対応や、法人旅

行（MICE 市場）の獲得に向け、再訪性の高い観光特

産の開発に取り組む。

　また、ファムトリップ（下見招待旅行）を実施し、

国内法人旅行、またインバウンドも視野にあらゆる

可能性について

調査・研究を行

い、自然景観、

地域産品、観光

施設などの『モ

ノ』や、歴史・

文化などの『コ

ト』、そして『ヒ

ト』にまつわる

物語や技術などを有機的につなげることで、新たな

観光資源として再定義していく。

　これまで取り組んできた全国展開事業の三年目に

取り組む。鹿肉や舞茸等の地域資源を使った特産品

の開発により、丹波山村商品ブランドを作り上げて

いく。また、丹波山村ならではの自然や資源を活か

した観光プログラムを開発する。

　本年度は、これまでの成果を活用して、新たな観

光産業の創出に向けて組織づくりや行政、企業、農

林漁業者、観光施設等との調整を行い、村内に訪れ

る観光客等や村民を対象に新商品のアンケート調査

や観光プログラムのモニターツアーによって事業の

実現性を確認していく。
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平成３０年７月３１日発行第２９６号

〒４０１-００１５　大月市大月町花咲５５７

TEL ０５５４- ２２-１２２１

 http://www.octagon-style.com/

㈱やおき　オクタゴンスタイル

　

今
回
は
、
大
月
市
で
自
動
車
の
鈑
金
塗
装

を
営
む
株
式
会
社
や
お
き
を
紹
介
す
る
。
同

社
は
、
現
在
の
恭
司
社
長
で
二
代
目
と
な
る
。

　

地
域
に
根
差
す
自
動
車
鈑
金
工
場
を
、
父

か
ら
受
け
継
い
だ
も
の
の
地
域
で
先
細
り
す

る
不
安
な
業
況
を
感
じ
、
開
発
し
た
の
が
「
エ

コ
ロ
ビ
ー
ム
」
だ
。

　

こ
れ
は
、
独
自
の
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
シ
ス
テ
ム

で
、
外
壁
の
汚
れ
や
落
書
き
、
食
品
工
場
な
ど

に
利
用
さ
れ
、
施
工
後
は
匂
い
が
な
く
、
環
境

汚
染
、
人
体
へ
の
影
響
が
な
い
安
心
な
工
法

で
あ
る
。
今
で
は
多
く
の
メ
デ
ィ
ア
に
も
取

り
上
げ
ら
れ
、
県
の
経
営
革
新
に
認
定
さ
れ

て
い
る
。
ま
た
、
全
国
で
の
活
躍
が
認
め
ら
れ

２
０
１
８
年
に
経
済
産
業
省
の
「
は
ば
た
く

中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
３
０
０
社
」
に

も
選
ば
れ
て
い

る
。

そ
ん
な
同
社
か

ら
、息
子
の
武
丸

さ
ん
（
20
）
が
中

心
と
な
り
新
商

品
を
提
案
す
る
。

　

オ
ク
タ
ゴ
ン

ス
タ
イ
ル
と
い
う
自
動
車
カ
ス
タ
ム
ス
タ
イ

ル
で
「
オ
ク
タ
ゴ
ン
」
は
八
角
形
と
い
う
意
味

で
社
名
「
や
お
き
」
の
「
八
」
と
四
方
八
方
に
広

が
る
オ
ー
ナ
ー
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
た
い
思
い

か
ら
名
付
け
た
。

　

な
か
で
も
注
力
し
て
い
る
の
は
軽
ト
ラ
の

カ
ス
タ
ム
で
あ
る
。

　

「
好
み
の
色
に
塗
装
し
た
り
、
ラ
イ
ト
を
変

え
た
り
、
大
径
の
タ
イ
ヤ
に
変
更
し
た
り
、
運

転
席
を
広
く
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。
オ
ー

ナ
ー
の
理
想
の
実
現
に
予
算
を
考
慮
し
、
合

法
か
つ
、
世
界
に
一
つ
だ
け
の
軽
ト
ラ
を
提
案

し
ま
す
。」
と
武
丸
さ
ん
。

　

ま
た
そ
ん
な
軽
ト
ラ
の
カ
ス
タ
ム
性
を
飛

躍
的
に
高
め
た
の
が
「
ラ
ン
プ
ス
」。
荷
台
に

ア
ル
ミ
製
の
箱
を
と
り
つ
け
、
施
錠
も
で
き
、

雨
、
雪
に
も
耐
え

ら
れ
る
。
開
放
す

る
と
三
方
向
に

屋
根
が
伸
び
、
日

陰
も
で
き
る
ほ

か
、
移
動
販
売
の

マ
ル
シ
ェ
に
も

使
用
で
き
た
り

軽
ト
ラ
で
彩
る
山
梨
の
未
来

　
　
～
新
商
品
が
生
ま
れ
る
背
景
と
共
有
し
た
思
い
～

　   

　
株
式
会
社

や
お
き    

　
　
　
　
　
　

代
表
取
締
役 

藤
本 

恭
司
さ
ん

（
大
月
市
商
工
会
）

と
万
能
。
軽
ト

ラ
の
機
能
美
は

そ
の
ま
ま
に
側

面
の
ラ
ッ
ピ
ン

グ
の
デ
ザ
イ
ン

な
ど
お
し
ゃ
れ

な
ア
ウ
ト
ド
ア

カ
ー
と
し
て
も
楽
し
め
る
仕
上
が
り
。

　

「
エ
コ
ロ
ビ
ー
ム
も
当
初
は
墓
石
の
清
掃
か

ら
始
め
、
い
ろ
い
ろ
な
人
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス
を

い
た
だ
き
、
新
た
な
活
用
方
法
へ
と
進
化
し
ま

し
た
。
オ
ク
タ
ゴ
ン
ス
タ
イ
ル
、
ラ
ン
プ
ス
も

そ
う
な
っ
て
い
け
た
ら
い
い
で
す
ね
。」
と
意

気
込
み
を
み
せ
る
。
父
が
息
子
の
発
案
を
信

頼
し
て
背
中
を
押
す
姿
勢
は
、
家
族
で
つ
な

ぐ
事
業
承
継
の
好
例
で
あ
る
。

　

同
社
で
新
商
品
が
ぞ
く
ぞ
く
開
発
さ
れ
る

背
景
に
は
、
挑
戦
を
許
容
す
る
土
壌
と
、
協

力
者
た
ち
の
意
見

を
取
り
入
れ
る
柔

軟
な
姿
勢
が
あ
る

か
ら
だ
。
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
中
に
何
度

も
登
場
し
て
き
た

「
地
域
の
た
め
、
未

来
の
た
め
」
と
い
う

共
通
の
思
い
の
引

き
継
ぎ
こ
そ
が
事

業
承
継
の
カ
ギ
か

も
し
れ
な
い
。

オクタゴンスタイルの軽トラ

ランプス開放時、使用方法は色々

父恭司さん（左）、息子武丸さん（右）

検 索

本店（甲府）： 
〒４００-００３５　山梨県甲府市飯田２-２-１　　　　TEL 055-235-9700 　FAX 055-232-0160
富士吉田支店：
〒４０３-０００４　富士吉田市下吉田2-31-14  　TEL 0555-22-0992　　FAX 0555-22-0921

当協会では、職員による無料の経営相談を実施しております。
　経営改善・設備投資・新規開業・事業承継など経営に関するご相
　談を希望の事業者さまは下記のお問い合わせ先までお気軽にご
　連絡ください。

■金融・経営相談を実施しております。
○当協会では、職員による無料の経営相談を実施しております。
　経営改善・設備投資・新規開業・事業承継など経営に関するご相
　談を希望の事業者さまは下記のお問い合わせ先までお気軽にご
　連絡ください。

山梨県信用保証協会 検 索

山梨県信用保証協会イメージキャラクター

山梨県信用保証協会
フリーダイヤル 0120-970-260

山梨を支える企業とともに

URL：http://cgc-yamanashi.or.jp



豊富な
人材情報

全国ネットで
サービスを提供

きめ細かな
サービス

無料で人材のご紹介や
従業員様の再就職をご支援します

インターネットで最新の人材情報をどうぞ http:/ /www.sangyokoyo.or.jp/

甲府市丸の内２-１４-１３ ダイタビル２Ｆ

豊富な
人材情報

全国ネットで
サービスを提供

きめ細かな
サービス

経営者の皆様

開催回 日　時 会　　場 住　　所 定員 (人)

第１回 9/ 4（火 ) 13:30 ～ 15:30 富士川町民会館 富士川町鰍沢 655-57 200

第 2 回
9/11（火）

10:00 ～ 12:00
富士吉田市民会館 富士吉田市緑ヶ丘 2-5-23

220

第 3 回 13:30 ～ 15:30 220

第 4 回
9/12（水）

10:00 ～ 12:00
山梨県自治会館 甲府市蓬沢 1-15-35

240

第 5 回 13:30 ～ 15:30 240

第 6 回 9/14（金） 13:30 ～ 15:30 笛吹市スコレーセンター 笛吹市石和町広瀬 626-1 400

１．平成27年の労働者派遣法の改正から、平成30年9月30日で3年が経過し
ます。労働者派遣の受入れが適正に行われるよう、「受入れ期間制限ルール」に
ついて確認をお願いします。

　　（対象）平成27年 9月30日以降に締結・更新された労働者派遣契約に基づく
　　　　労働者派遣

　　（内容）すべての業務において、①事業所単位、かつ②個人単位の期間制限が適
　　　　用されます。※ただし、「派遣元で無期雇用されている派遣労働者や「60
　　　　歳以上の派遣労働者」などは、期間制限の対象外です。

　　①派遣先の「事業所単位」の期間制限
　　　派遣先は、同一の事業所において派遣可能期間（3年）を超えて派遣を受け
　入れることはできません。※ただし、派遣先の事業所の過半数労働組合等か
　ら意見を聴いた上であれば3年を限度として派遣可能期間を延長することが
　できます。

　　②派遣労働者の「個人単位」の期間制限
　　　①において「事業所単位」の派遣可能期間を延長した場合でも、派遣先の事
　業所における同一の組織単位（いわゆる「課」などを想定）で、3年を超え
　て同一の派遣労働者を受け入れることはできません。

２．外国人雇用はルールを守って適正にお願いします
　　外国人が在留資格の範囲内で適正に就労できるよう、事業主の方が守らなけれ
ばならないルールや配慮していただきたい事項があります。

　　①外国人の雇用状況を適切に届け出てください
　　　外国人の雇入れおよび離職の際には、その氏名、在留資格などをハローワー
　クに届け出てください。

　　②外国人の雇用管理を適切に行ってください
　　　「外国人労働者の雇用管理の改善等に関して事業主が適切に対処するための指
　針」を定めています。この指針に沿って、職場環境の改善や再就職の支援に
　取り組んでください。　

労働局からのお知らせ

労働者派遣に関するお問合わせ先：需給調整事業室　TEL: ０５５-２２５-２８６２

外国人労働者に関するお問合わせ先：職業対策課　TEL: ０５５-２２５-２８５８
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【受験資格】

①学校教育法に基づく高等学校以上を卒業した者又は、  

　平成３１年３月までに卒業見込みの者

②簿記検定試験３級以上の資格保有者（採用予定日まで

　に取得見込者を含む）

③自動車運転免許取得者（採用予定日までに取得見込者

　を含む）

④パソコン（ワード・エクセル）操作技能を保有する者（使

　える者）

【採用人員】 若干名

【採用予定日】 平成 3１年 4月1日
【募集期間】 平成３０年９月３日（月）〜９月２８日（金）

【試      験】 書類選考 (書類選考により1次試験受験者を決定)

 １次試験 １０月２０日 (土)

 （一般教養・職場適応性検査）

【給与・待遇等】 商工会統一規程による

【問い合せ】 〒４００-００３５

 甲府市飯田２‐２‐１中小企業会館３階

	 山梨県商工会連合会　総務課
 TEL ０５５‐２３５-２１１５

 http://www.shokokai-yamanashi.or.jp

 （詳細は、本会 HPに掲載されています。）

商工会職員（記帳専任職員）募集案内

競争入札参加資格定期審査を実施します。
　甲府市を除く山梨県内全市町村及び一部の一部事務組合が行う競争入札におけ
る参加資格の審査は、山梨県市町村総合事務組合において共同処理を実施してい
ます。今回、ご案内する定期審査は、平成３１年度・３２年度分における「建設
工事」「測量・建設コンサルタント等」「物品製造・役務提供等」の各職種におけ
る競争入札に参加するための資格審査です。
　申請受付期間は、平成３０年１０月２２日（月）から１１月１６日（金）までです。
　また、定期審査の申請に関する事業者説明会を次の日程により開催します。

詳しくは、組合ホームページ「http://www.ysc-yamanashi.or.jp/」をご覧ください。
【お問い合わせ】
山梨県市町村総合事務組合　業務課　TEL ０５５‐２６８-３４４６
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平成３０年７月３１日発行第２９６号

　道志村商工会女性部（山口かおる部長）は観光業に携

わっている部員さんも多く、遊休地にいっぱいの花を咲

かせて、観光に来るお客様を気持ちよく迎えようという

「おもてなしの心」を前面に出した事業として、花壇づ

くりがスタートした。現在、花壇のある国道１４３号か

ら道志村中学校に入る角地に伸びていたすすきを鎌で

刈り取り、水源事務所からもらった間伐材に防腐剤を塗

り、柵を作った。また青年部の協力により重機を使って

土を運び入れるなど手づくりの花壇づくりが始まった。

遊休地の開拓からの作業で大変だったが、作業をして

いると地域の人が声をかけてくれたり、手伝ってくれた

りと嬉しい事もたくさんあったとの事である。花壇づく

りには約４ヵ月かかり、平成１５年１１月に完成した。仲

間と一緒に苦労を乗り越えたことにより、部員同士の絆

と結束力が強くなった。その後も花壇の手入れを続け、

長年の活動が認められて平成１７年に県表彰、平成２４

年に環境大臣からの表彰を受けている。 

　また、観光客が花壇をバックに写真を撮ったり、地域

の皆さんに褒められるたびに続けてきて良かったとこ

れまでを振り返る。本年度、花壇の老朽化が進む中で

青年部員の協力もあり、新たにリニューアルをし、約１，

０００株の花を植える事となった。このような活動の中

で道志村中学校より生徒がふるさとを愛し、誇りに思う

気持ちや奉仕的精神、社会貢献の素地を育む機会とし

て花壇の整備活動を体験したいとの申し出があった。ま

た植え替え作業を体験するだけではなく、女性部員が

学校を訪問して、花壇の整備活動などを通じて商工会

女性部の地域貢献に対する思いを生徒に語る機会も設

けられた。

　当日は、多くの生徒さんが作業に積極的に取り組み、

女性部員・青年部員の皆さんも喜んでいる現場を取材

し、地域の繫がりを感じることが出来た一日であった。

道志村商工会道志村商工会道志村商工会

女性部が中心となって、花壇をリニューアル。

植え替え作業では地元中学生との交流により地域の繫がりを体験！！
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皆さんの笑顔も咲いた集合写真

　昭和町に昨年の一月に創業したラーメン店。店名「麺の虜」は

「麺のおいしさに特化したラーメン屋」への決意の証。

　飲食店で開業を考えていた店主は、有名店のつけ麺に感銘を

受けたことをきっかけにラーメン屋での創業を志す。都内の店

舗で修行し、話題のラーメンを食べ歩き、ふと気づくことがあっ

た。「スープは各店研究を重ね、芸術にまで昇華させているが、

麺を極めているところはない。これなら勝負になる」と思い、即

座に行動に移す。なんと、うどんの製麺技術を学ぶために本場

香川県のうどん屋で修行を始める。「今思えば勢いだけでしたけ

ど、麺づくりのベースは当時の経験が活きていますね」と店主。

　おすすめの商品は「淡麗しょうゆ中華そば」。あえて個性を消

し、また食べたくなる味で、麺のおいしさを楽しんでもらえる仕

上がり。麺は店舗内の製麺機で作った中細麺を少し平らに製麺

し、ゆであげる直前に縮れをつ

ける。不規則になった麺が、さ

まざまな食感を生み出し、スー

プをしっかり絡める。おいしい。

　そのほかにも「豚骨魚介中華

そば」と「つけ麺」があり、スー

プごとに麺を変えている。豚骨

魚介はストレートとウェーブ

が選べ、つけ麺は官能的にま

でなめらかに仕上げた太麺を

提供する。

　店主の挑戦は尽きない。夜

は二毛作「牛の虜」として、和

牛骨白湯でポタージュ状にし

た牛の旨みを引き出したラーメンを提供。店主は「作るラーメ

ンの幅を持たせたくて別コンセプトを始めました。私自身の勉

強でもあります」。このラーメンを、心の師「らーめんとみ田」が

連覇した大つけめん博（十月四日～十日新宿・歌舞伎町 大久

保公園特設会場で開催）に出品。これまでの修行の成果を試す。

　今後も旬や地域の食材を取り入れたラーメンを試行錯誤で

作っていく。いずれは山梨のご当地ラーメンを提案したいと展

望を語る。その未来は遠くないかもしれない。　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（調査員　F ＆ I ）
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住　　所：中巨摩郡昭和町西条８７５
営業時間： 麺の虜／１１：００～１４：００
　　　　　（土日祝～１４：３０）
　　　　　牛の虜／１８：３０～２０：００
　　　　　定 休 日：金曜日
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自家製中華そば 麺の虜／牛の虜

淡麗しょうゆ中華そば

濃厚和牛そば


